
マルチプログラミング方式 マルチタスク制御．タスク単位に制御ブロックTCB（タスク・コントロール・ブロック・スタック領域内包）
制御するタスク数 制限なし，システム・コントロール・ブロックのサイズに依存する

行走るよにドーモ・ザーユ．類種1類種のクスタ
ズイラャシニイ・ムテスシ・ンョシーケリプア録登のクスタ （aplMain：マルチタスク制御以前）でのみ．__task関数で登録

スレドアのBCTDIのクスタ
タスクの優先度レベル数 最大256レベル（デフォルト：16レベル・コンパイル時）
同一優先度レベル ラウンドロビン/FCFS選択可能（コンパイル時）
プライオリティの変更 自タスクによるシステム・コールのみ．__chgpri関数

トイェウ・ンラ・ィデレ態状のクスタ （終了はなし）．初期状態（タスク登録時）はレディ状態

タスク・スイッチの起因 内部割り込み（ウェイト関数，アクティブ関数），外部割り込み．
実行中のタスクがあるときは優先度（プライオリティ）の高いタスクがウェイトを解かれたときのみ

タスク・スイッチの禁止・解除 システム・コール，ウェイト系システム・コールの発行で強制解除
――御制み込り割

内部割り込み Trap 0x00のみ．タスクがウェイトするとき，および自分より優先度の高いタスクをアクティブにしたと
きのみ使用している

処理用スタック TCBを使用（ワーキング・レジスタはセーブしない）
外部割り込み インターバル・タイマ，UARTのみ組み込まれている（いずれもアプリケーションによる追加・修正要）

その他の外部割り込み アプリケーションによる組み込み（V850-MicrOSはCA850の機能を利用）
多重割り込み制御 可（コンパイル時）．ただし，V850-MicrOSは不可

処理用スタック システム・コントロール・ブロック内．多重割り込み制御使用時はアプリケーションによる多重度を考慮し
た調整が必要．ただし，V850-MicrOSはタスクのスタック領域を利用する．サイズは計算不可能

るわ変が造構つずし少てっよにスビーサ．体造構るれわ使でルーコ・ムテスシ体造構な主
てしと体客のスビーサ諸のSOrciM．体造構のめたの御制クスタチルマ．クッロブ・ルーロトンコ・クスタBCT

も機能する
．体主のスビーサ．クッロブ・ルーロトンコ・スビーサBCS SCBの IDはSCBのアドレス．以下は代表的なSCB

_MALCCB メモリ・アロケーション．MicrOS内のみ
_MBLKCB メモリ・ブロック
_MBXCB メールボックス
_SEMCB セマフォ
_EVTCB イベント・フラグ
_TMRCB タイマ制御．MicrOS内のみ

RQB リクエスト・ブロック．サービスの客体．RQBの IDはRQBのアドレス．TCBもRQBの一種．以下は代
表的なRQB

_MBXRQB メールボックス
_TMRRQB タイマ制御

MicrOSが所有する制御ブロック．以下に示すデータから構成される
•実行中タスクのTCBアドレス
• _TMRCB
• _MALCCB

システム・コントロール・ブロック •タスク・スイッチのフラグ
•タスク・スイッチ禁止・解除のカウンタ
•優先度制御テーブル（レディ・タスク・プール）
•外部割り込み処理・アイドル時のスタック
• TCB生成エリア
•　　メモリ・アロケーション・エリア

システム・コール システム・コールは次の3種類に集約できる．ウェイトが必要なシステム・コールはウェイト系とアクティ
ブ系で対になっており，それぞれ対応する関数がある．MicrOSの中ではSCBとRQB/TCBの組み合わせで
処理される

ウェイト系 __waitで代表されるシステム・コール．システム・コールを発したタスクはウェイト状態になる可能性が
ある．ウェイトするときは __waitを使う．タスク以外での使用は不可．

アクティブ系 __activeで代表されるシステム・コール．ほかのタスクをアクティブにしてタスク・スイッチを行うこと
もある．タスク・スイッチが行われるときはレディ状態のまま

タたれさルーコくなとこるれわ行がチッイス・クスタ．ルーコ・ムテスシの外以系ブィテクア，系トイェウ他のそ
スクに戻る

コンパイル時とあるのはコンパイルによって変更可能な機能．

表1 MicrOSの制御の概要と主な用語


